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第3回 南極生物 シンポジウム

ー海氷域 の生態系 一

講 演 要 旨

生物 環境 と しての海 氷 と海氷下の海

1南 極大陸周辺海域 の地形環境 吉 田 栄夫 ・森脇 喜 一

(極 地研)

2昭 和基地 周辺海二域の海況 につ いて ……… 若 土 正 暁

(北 大 ・低温研)

3,海 氷の光学 的性質 一 海氷下の照度(1)… 青 田 昌秋 ・石川 正雄

(北 大低温 ・流氷研)

海氷 に接 した海域 の生物

4.海 氷縁周辺の海洋環 境 菱 田 昌 孝

(水 路部)

5.浮 氷域 の クロロフィル分布 冨 永 裕 之

(名 大 ・水圏科研)

6.海 氷縁辺域 の水温構造 とオキアミの分 布 … 奈 須 敬 二

(遠 洋水研)

海氷 中並び に海 氷下の生 物

7.海 氷中の微細藻類 高 橋 永 治

(神 戸大 ・理)

&昭 和基地 周辺におけるice　algaeの 分 布 … 星 合 孝 男

(極 地研)

9.昭 和基地 周辺 の海氷下に見出 され る …… 谷 村 篤

1尭脚類(極 地研)

10.定 着 氷縁におけ る 福 地 光 男

海 氷下 動物 プ ランク トンの生態(極 地研)
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海氷縁辺域 の水温髄 とオキアミの分布

奈須 教二

(遠三孝7K産研1蜥)

要 旨 皿型.南 極冬季水 の鉛直方向にお1ナ

現在.日 本のオキアミ漁業の対象となって る規摸がノハきレ、。

いる海域は インド三羊セ7ワ ーを主と した約 フk温躍層の深度1930～70mに あ り、概 して、

S5"E-一一18ぴである.オ キアミ操菊 ユ、概 して 鄭 轄 りの水温鉛 直本刷 型の1醸 でほ、深
ll月 中巨1パッワアイス縁域において開始され、くなる傾向が認めら蒔した.
パッワアイス域 の南下にともない、オキアミ 等温線 のフk平分痒〉ぽ顕著な蛇行現象左呈し、

漁 場(以 下漁場と略ずる)も 南 下する。/2月 き らに、小規裡な孤 立低温域および高温 域が

下旬頃 になると、漁場ほパ ッワアイスの・全く 本寺徴 とな.て いる。これらの水温論肺 か う想

分布 してい包巳海域に壱形成 され ている。 定さ由る」 うに、同海域 の流動 ぼ、渦動をと

そ して、漁場tgva氷 の環境 条件から、次の もなう蛇行が認 あらふてレ'る(kh扁t∫a

3つ に大別さ取る。 ノ976)。

① 邊 氷の全 く分布 していない海域 過 去の調査結果によ淑ば、:[ン ダニビーラ

② 海氷周辺海域 ンド沖 でほll目 下旬に、60°s付近 のパ。7ア

③ 定 着氷に接続 し7こ海氷縁 海域4ズ 縁辺に、漁獲対 象となるSWαrm状 のラ1キ

これら海氷環境0>① および②で口、漁場位 ア ミ群が分布 している。そして、バッ7ア イ

置の年変動 が大きいが、③の漁場でほ小 さい。ス融 解にともない、圭漁場ぽ高緯度域 へ移 り、

③の典型的な例 とLて 、エンダービーラン人'/月 にIJ65e45ノ∫～66es4t/Eltのパ、ソ7ア イズ

沖 があげ ら4《、圓海域 で(9i974i#ノ2月に漁場 縁辺に形成 されている。この高緯度域 で漁獲
ク瀾 発杁なされた.そ れ以降 、毎年漁船ヵ燥 対 象とな.て いる群 の構成 」、主 とじて層状

業 を実施 してお り、漁場 の位置、三漁獲量とも を呈してお り、ll目 下旬に6ぴSl寸近 で漁獲対

に、・もっとも安定 した海域とな.て いる。 象とな.た 群の形状 とは、概 とて異な.て い

そこで 同海域 の遍 ラκ縁辺域 こおける水温 る。

構造 を把 握すべく、、1975/%年 およびf976/こ 中らの漁場は、少なくともig77/78年 度

77年 にXBT観 測 を実施 した(tl図 参照)。 までσ)デー9に よ車ばsぼ ぼパッ7ア イス縁

調査海域 の深 さ40伽 似 浅(鶴 沼ll深度が460辺 に分布 してレ、る。～Z漁場位置の年変動ほ、
Wt) '一に,おワるフk温の鉛 直分布は、南 極表層 と 例 之ばの浬以 下のようなスケー1しでみ た場合薬層暖
7}三に大別(*る 。南極表・A#7kig.夏 季 にほ認めら承ているηミ、例 之ば エンダービ_

(ill9表層 の加熱 にS
.1?、調 査遷域でiEX表面か ランド沖 とL,う ようなスケー1レでみた場合 こ

らほぼ30～7り微付近 まで均 一層 となってお り、は、認められないようである。したがって、
その下層に南極冬季7kほ 深層暖7}(の湧昇露見象 定着氷 に接続 したパッ・フアイズ縁 辺におワる

にも凝 し、その厚さが大きい場合と小さい,魚 場位置σ)年変動 ユ小さいようである。
65
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さ 水t:プ ラ ン7ト ンうKほ,現 存量bぐ ナこ・き し、こ ノ膏のみ,2ケ は)K－中 の つ+,ヲヤ リ201eうk中 とキ 申

し・く つ・・轍 告バ 減 て い1・ 蝿 じ 鍬 酬 全 種 嚥5刻8%'38・5%ヒ ぞう主目(きれ.

る。(が(、 氷 の中 とし、ラ特殊 な環 境 を生活　 t　tal飢 ラk中 の帥 ヵ'うの25縫 鶴 のううD{チ 鞭

揃 い て、、kT。2・t')・・.綿 虫繍 の雌 、 楴(虫)ぜ51説 鰍,*中 ・紳 醸 ・
、 練 和 極 点 巧2罐 恥 うち13-【ま王鎌 瓶7は 鞭 藻⊂虫)砺生理的オ孝惟,綾 構 成 な ど

。↑・.こ 噛 群 伊 うは.磋 藻類 はラ陣 永く残 嵌 てし1ゐ。

プア79年znl・.緒 糊 のサ ・72胡(北 ラ髄)輌 域 吐 射 るい ・"多しが 鞭 礁(邨

の調 勧 撤 秘 法 雄 醐 ぞ、得 られ 瀦 紳 生競 恥 ・・砂 ・'こと 味 う・ 併

し ラKk・1・eVAn.つ 刈 ノ齢P・ 駈2・ 一難 発 ゑ する。

7)桝 仁 プ法.5・ 醐 粗 ・氷 ・苦紛 Σ糎 ・行 … 帰 し1

肉醐1・ 色調 や氷 イ輌 製 麻簿 罐 酬 観 相 が で・両 か 生〉解 式糊 琵 廟 入し、

綱 木 購 鯨.恒 瑚 ラκ、霧 纈 騨 の辮 ・・つ ・、獅 ・脚 課 袖 ・い 鵠 糧

で、褐 色1・着 色(仁 底部 か ラ惹 面 まで5部 分 鞭 毛藻(町 乙も ド氷 乙関係a毛 ってレ、b,E,で 氷

1、粥 慷 躰.1本 ・料 妹 つ い て醐 断 直 シ雛 聯 集 砿 輔 噸 ・認 踊 け が 費

後 にグ1レター」レア'レデ しド10%淡 きピペ ッ ト る。

ぞ切 断 面 に注 ぎ固 疑 し、融 解後フ拍レ々 リソL3)硯 各量(細 月色数)の 分 年.

nnzry.近 ぐ州 イ識 し目 ラ 條 のラ㍑卸 欝 頚 綱 駐 恥 て得bM・ ・lz-1・,.!fL

期2K2、 層 ビの 単位.水量(anり 当 りの細 胞数 の切断 後 国 是¢ ず に騨 解 し、 実験 室1・椅 帰 り・

1名P噛 ラ虎U醐f・ 移 し、残 ジ峡 獅 ま・ 締U仁 熊4α ・o・と多 ・,12-2-4

10・との雌 爾 ・締U・.購{・)Kdy'F・ 湖 ・榊 施 ・4・o弓・・,-12-5し ・2・・t`/i`'i・)・

,K90鴫 ・3鴫 吋a5妨 ロ瓶2本 謡0囎 ・;20,3噛 ・・60て"あ ・T・12--1

恥 丁本(殖 うi・GA固 足 、ホvマi!ンk{よNi・zs・h… 　 p・ 一 ・p・の2種 が'97%

固 定 乞 し、杷 の1本 は生 の ま ・特1帰 り、Y38を 占めtc。t2-2～5で もこの2稜 が俸 ちし

航 しノト顧 矛紅 残 ・∫時 の ま輔 麟{・ †・.麟 翫3椥 ・ラkL7Fiの峡 部 畷 熾 現

イ締 しτ・.鋤 ヂ ランハ ン・綿 噛 ・魏 数 旅 しT・b・.6tZ穐 国2-1峨 大 ぞあ ・r・・

17,j6ノ因測定のア護り約1元 の弛 遍あtナ焚 とぜ、氷 の12-1・v5各 部 の出現種数'利 も一6,

底 噛 醐 分 梛 興 亡.水 脚 よ蹴 日紳 陵 紀 τ・・厨 約鋤 のサ ・マ湖 の継 の

驕鑛轡等棘駿鷺蕊 豊鷺ll鯉難霧議縫躍 繋ζ羅蕪
(1糊):着 色層h・ 一一30tv-70cm,クP・7イ繊 脚 ラ多一 顕 微 †ば 適 時検 多彪に倍 しエ。

結 累の記 述声 厭.氷 柱{・ 乞れ それ番 号b,1レ ーa量 の最 大 が 一35～-55em:と 深 度{・ おu

ラKMa　 5　$v分 〔・同 軸 ら1～5の ノ香 多 謝 ・

12・一一1〔>K抑 噛 彦P)(2-5(1附12轍

面 部)ム し,湖 水 £層 は ○柳眉 と3mEbt

し↑こ。

2)出 現 種,

12-1・v5,1>η 層.

冷・廿 う52種 類(未 同 定種 乞含 む)が ン喰 出 く政

r=.珪 繍2bヒ 聴 ・無 色 ・舞 礁cm)茱 萸
■

て〔び づ 紅 ボ とも鰍 寿 いミとゼある・

4・)日本来航窪手重、珍輪 重,末 同定ネ隻

サ・醐 醐 料〃・う、　Paraphy・・…　a・k・ ・

昧 縫 罐 蜘 帷 の紬 種妹 ち瞬 の報

も馳)の 鱗 片が鵬 ぐ昧.そ れ ラの形態

3P層 、底 の着 色部 的特徴孝 示す。
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定着氷縁にあけるtah氷下動物プラシクト、ン(n生態

福 地 光 男
(国立極噸 究所)

はじめに、 し.層 別採集 左育,た .(叉 下、プロ乍ラネ フ

南極大Fidime)Q.は 周年海氷 に覆め出るたM卜Z仮 称33)。

海氷域 における海洋空胞調 査は.は 鳶はたお

く吼て05ヒ 言える.日 本 南極地銭鯉 豚"結 果亙が考察 .

ふじ"に8ヨ 南極 ・昭和墓地 へ(i遡資輸断Stn.Aに 訴け5ネ 課 は32舳 であ り,

りユ ツオ ホル4湾 、丈齢 面上昆着ス嘆 にて 対 室料 面上 に位 置した。空語米の障 む ま85

動物 アラシク トし・手練 左行t1 .海 氷下動VJア 　 Cmで あ)た.?K5Sは 画業下端 かS海 着まで

ラこ/クト(ノfS)・i!f・(ここ)(1て若 〒(ハ矢D見を得 た。(5ぼ 一1、6°Cで 一定.ごあ)7t;N.塩4らは釆

度とヒtに 徐々に唇φ白し友.ig料
亙if才芸 穆木市 ンアネツ十に弍3層 別樟集は.19

動笥 アラシク トシ採 集点 は.図1に 示 した79-t-2m4G.09:・to～1午 こ22の 向 に∫ア

南極 リュ ツオホル4ラ含.定 着氷域 ビ慮 ・た。)た 。暮 景 ご畝.7こ動抱プラ ンクト1ン徒ヨ体散 杖

Stns.工,五,皿 は一、/97741月li日 へ500」2当 り2{個体(1,65m雇})O-S566

27臼 の期 間フ1螺50mガ5{表 面3e'峰 ・麟(o(nre層)嘩 困にあ り1500nLec"庭草採集 芝r
アフた観測虚ご抗ワ そ の霜罰 こ 将 集定限たオキアミ幼体/個 体を除 け停ぢべ'

フ〔に は ・但784秩 ・湧昇学A4に て癖5て 麟 麺 であ7た ・榜脚頚の垂直笏千 を図2

した 。　Stn.1に 市Uて は.197(件2月1 に示 したが,海 氷下Oonし&び15伽 にpg〈

日へ16日 の期 向,水 深150mかS寅 面3出 現 し.1、6ちmXYRに は ほてんと出現 しな

ごの ノルパ ック・宇ット・垂直美!拝集 、亡≦ に、 か,7乏。
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シ外 ンの層 別嫉 左 武 嫉.ク トンは断 て桟鵬 τあり`他 機 杉アラ
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